
「日本海溝・千島海溝沿いで想定される最大クラ
スの地震と津波」についての市民説明会
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宮古市役所危機管理課
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１ 市⾧挨拶
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２ テレビのニュース報道を視聴

• NHK「おばんですいわて」
（４月２１日）

• NHK「おばんですいわて」
（９月１１日）
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３ これまでの経緯

令和２年４月２１日 内閣府が、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデルの検討結果を公表
（岩手県の浸水想定を除く。）

令和２年９月１１日 内閣府が、防潮堤等が破堤しない場合の参考資料も加えて、岩手県の浸水想定を
公表

平成２７年２月 内閣府は、日本海溝・千島海溝沿いの海溝型地震に関し検討を開始

令和２年３月３０日 内閣府が、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震モデルの検討結果の公表資料を提示、
自治体の了解を求める。
（浸水エリアの詳細、防潮堤等の効果、津波到達時間等のデータが不足。）

５年間研究

複数回にわたり、詳細なデータの提供を依頼、宮古市の特性を含め概要を把握
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４ 内閣府の検討結果

•最大クラスの津波断層モデル
•想定される沿岸での津波の高さ、浸水域
•震度分布
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想定される沿岸での津波の
高さ、浸水域

9



10



５ 検討結果の分析

•各地区の特性
•最大沿岸津波高２９．７ｍについて
•津波到達時間について

11



各地区の特性について

東日本大震災同規模又は以下

防潮堤等の破堤有無の影響大

東日本大震災以上
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田老摂待地区
浸水域は東日本津波より小さい

摂待漁港
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重茂千鶏石浜地区
浸水域は東日本津波より小さい

千鶏漁港

石浜漁港
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宮古市街地地区
防波堤等が破堤した場合、浸水
域は東日本津波より大きい
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宮古市街地地区
防波堤等が破堤しない場合、浸
水域は東日本津波と同規模又は
小さい
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津軽石地区
防波堤等が破堤した場合、浸水
域は東日本津波より大きい
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津軽石地区
防波堤等が破堤しない場合、浸
水域は東日本津波より大きい
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最大沿岸津波高２９．７ｍについて

１３．１２ｍ

２９．７ｍ
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各津波到達時間について

２２分

２１分
２１分

２２分

２１分

２１分
２３分 ２８分

２６分

１９分
１７分

１６分 １６分

３１分

１５分

１５分

２２分

約20～30分

現ハザードマップ、津波の予測影響開始時間

津波の影響（30cm）時間
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６ 浸水域

•宮古市全域
•重茂地区（防潮堤の施設は津波が越流した時点で破堤）
•重茂地区（防潮堤の施設は津波が越流しても破堤しない）
•宮古市街地地区（防潮堤の施設は津波が越流した時点で破堤）
•宮古市街地地区（防潮堤の施設は津波が越流しても破堤しな
い）

•浸水想定の考え方
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宮古市全域
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内閣府の浸水域データ

・前提条件
大潮・満潮
防潮堤は破堤

データの誤差
（想定外）

・データの誤差
・小潮
・干潮
・防潮堤等が破堤しない

最悪の浸水想定に対し避難

命を守る

津波高＋の要因

津波高ʷの要因

※偶発的な要因に命を預けない

浸水想定の考え方

浸水域より５ｍ高いところ
へ避難

津波高に影響する他の要因

・地震の影響
・水門陸閘の閉鎖状況
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７ 津波避難要領の変更

•現在のハザードマップ
•避難場所、避難所の一部見直し
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里漁港高台里陸閘高台



姉吉キャンプ場高台

旧千鶏小学校裏高台

石浜神社付近高台



小沢２丁目高台

天狗の沢高台

※

※

※
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８津波避難時の新型コロナウイルス感染症対策

•マスク、除菌シートを非常持ち出し袋に入れて携行する。
•避難行動時は、マスクをしない。
（迅速に避難場所に行くことを最優先に）

•避難場所に着いたらマスクを着けて、人との間隔をとる。

津波にのみ込まれて命を落とす確率 新型コロナウイルス感染症に感染し
命を落とす確率

津波警報等発令中

※最優先

◎１１月１日の津波避難訓練で実践してみましょう。 41



９ 今後の予定
令和２年１１月１日 津波避難訓練

令和３年１～２月 暫定版ハザードマップを作成配布

令和３年３月１１日 津波避難訓練

令和３年８月頃 岩手県が、津波浸水想定を公表

ハード対策、ソフト対策を総合的に検討、対策の実施

※令和３年度中に、宮古市総合ハザードマップ２０２２を作成配布

「（高台へ）避難さえすれば財産はともかく命は守ることができ
る。」 42


